信楽高原鐵道

この小さな鉄道では、忍者列車に乗りながら美しい田園風景を楽しむことができます。信楽高原鉄道は、貴生川駅と信楽駅の間を結び、信楽の主要な陶器生産地域への玄関口となっています。この単線の6つの駅は、1両編成の列車が24分で走りきります。車両の一部は、外側がダイナミックな忍者のイメージでラッピングされ、車内にも忍者モチーフが装飾されており、旅の楽しみを一層引き立てます。
　旅の途中で、駅のプラットフォームに並んでいる忍者姿のたぬきの陶器製の像に注目してみてください。これらのコミカルな像は幸運の象徴であり、信楽を代表する製品の一つです。
　なお、信楽高原鉄道の忍者列車は不定期に運行されており、列車や駅での装飾デザインは定期的に変更されることがあります。
